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大
開
門
一
男
教
授
者
同
批
骨
陵
策
』
(
総
論
V

第
六
十
三
巻

五
二
、

第
一
、
ニ
郡

豆Z

大
河
内
一

男
教
授
著
『
枇
曾
政
策
』
(
総
論
)

世
骨
政
策
目
「
理
論
」
に
於
て
、
大
河
内
敬
授
め
呆
さ
れ
た
役
割
問
誠

一
下
川
吠
ぺ
ゆ
叶
。
、
一
世
、
相
品
開
政
策
的
「
醒
繭
」
は
教
授
に
よ
ヲ
て
始
め
て

確
立
に
託
づ
い
た
、
左
畳
一
日
ふ
方
が
適
嘗
で
あ

b
ぅ
。
「
努
働
保
護
立
法
円

程
諭
」
(
昭
和
八
年
十
一
月
続
「
鮮
済
革
論
集
」
掲
載
、
後
「
社
合
政
策
的

謀
本
問
題
」
昭
和
十
六
年
刊
に
牧
雄
)
に
於
て
既
に
お
酌
確
立
さ
れ
た
祉

骨
政
策
的
担
論
は
、
典
後
山
幾
多
内
儀
れ
た
詩
論
文
に
ま
っ
て
揮
め
ら
れ

(
こ
れ
ら
の
諸
前
支
は
多
く
「
位
官
政
策
的
基
本
問
題
」
に
集
持
さ
れ
て

い
る
)
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
主
位
曾
政
策
」
(
「
職
後
経
済
率
的
課
題
」
川
昭

和
二
十
二
年
九
月
刊
所
収
)
を
植
て
、
盆
に
「
世
骨
政
策
(
蹴
諭
〉
」
の
刊
行

(
昭
和
二
十
四
年
二
月
刊
)
と
な
り
、
巴
こ
に
歌
授
の
世
骨
政
策
理
論
は
最

後
円
到
捧
舶
に
建
ー
た
様
に
思
は
れ
る
。
乙
的
意
味
で
新
若
『
世
官
政
策
』

は
紐
め
て
注
目

z

へ
き
す
ん
献
で
あ
る
u

畢
者
は
既
に
教
授
の
「
マ
ル
ク
ス
主
義
J

鮭
骨
政
策
」
に
関
聯
し
て
、

間
間
半
力
が

b
筆
者
責
身
の
騨
問
と
見
解
を
申
し
温
，
へ
た
が
(
拙
稿
「
一
世
曾

政
策
的
草
質
忙
闘
す
る
一
堵
察
L

野
働
問
視
研
究
、
昭
和
二
十
四
年
同
月

岸

自E

本

英

太

披
参
照
)
、
乙
れ
は
極
め
て
不
育
分
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
誤
謬
を
も
含
ん

で
い
た
。
今
『
一
位
官
政
策
』
の
刊
行
に
際
l
、
夏
め
て
私
的
疑
問
を
提
起

し
、
教
授
山
調
教
示
を
荷
H
V

買
い
〉
一
息
ふ
。

二

本
番
の
序
丈
で
教
授
は
「
祉
官
世
策
心
本
質
問
解
に
つ
い
て
筆
者
自
身

的
疑
問
を
辛
直
に
油
べ
な
が

b
、
む
し
ろ
足
首
的
批
判
に
パ
終
始
し
て
い
る

.
・
」
と
遺
品
品
れ
て
い
る
樺
に
、
救
援
山
批
曾
政
策
理
論
的
問
援
貼
は

々
の
最
初
白
世
合
政
策
調
丈
以
車
一
貫
し
て
ニ
つ
の
博
統
的
な
一
位
官
政
策

論
、
印
ち
新
隈
反
革
祇
U
講
壇
一
枇
官
主
義
Lι

澗
逸
枇
富
民
中
町
主
義
の
舵
骨

政
策
前
と
目
、
教
授
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
椎
骨
政
策
目
遭
戦
前
と

政
神
間
去
の
批
判
円
上
目
立
ち
、
祉
官
政
策
を
資
本
刷
組
務

ω
存
立
並
び

に
設
展
の
た
め
の
岡
家
的
問
慮
"
幅
減
政
策

ω
一
日
現
と
し
て
把
躍
す
る
と

い
中
華
で
あ
っ
た
。
い
は
ば
一
昨
曾
政
策
的
「
経
済
論
」
乙
そ
教
授
の
枇
官

政
策
理
論
。
全
課
閣
で
あ
ワ
た
の
で
あ
る
。

教
校
位
、
本
季
第
一
輩
、
批
骨
政
策
の
密
象
主
そ
の
主
峰
、
に
お
い
て

教
授
自
身
的
恥
骨
政
策
理
論

ω
前
提
と
本
質
を
直
載
に
前
ず
ら
れ
、
第
一
一



章
、
批
骨
政
策
の
方
法
ー
と
概
念
、
陀
骨
て
前
識
の
如
き
醤
車
町
倖
統
的
な

世
骨
世
策
論
を
徹
底
的
陀
批
判
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
第
一
輩
、
第
二
章

が
い
は
ほ
世
官
政
策
の
抽
象
的
冷
「
担
論
」
の
究
明
正
把
握
で
あ
る
、
と
す

れ
ば
、
第
一
三
平
第
働
力
の
創
出
と
獲
得
、
第
四
章
産
業
革
命
&
努
働
階
級
、

第
五
寧
努
働
者
組
職
、
と
世
骨
政
策
、
の
一
一
一
章
は
具
憧
的
か
枇
曹
政
策
円
「
棒

且
」
を
遇
し
て
の
世
官
政
策
理
論
の
究
明
1c
把
握
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一

専
か
ら
第
豆
草
陀
亙
る
割
強
は
、
批
曾
政
策
円
融
理
的
な
も
の
ξ
歴
史
的

な
も
凶
と
の
統
一
陀
於
け
ろ
把
握
で
あ
り
、
教
控
出
世
曹
政
策
把
握
医
於

け
る
慎
重
な
方
法
的
態
度
量
一
市
す
も
の
で
あ
る
。
耐
用
宍
章
世
骨
理
策
自
立
〆

場
正
構
法
、
は
本
書
の
桔
繭
ξ
見
て
議
支
え
な
か
ら
う
α

以
下
錠
者
は
、
本
普
に
つ
童
、
若
干
の
膳
阿
な
り
、
見
解
な
り
を
申
し

逓
ベ

τ見
た
い
1c
思

ふ

。

¥

三

周
知
の
様
陀
マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
前
」
第
一
番
解
コ

4

篇
第
八
章
(
捗
働

目
)
に
於
て
、
之
を
七
簡
に
分
ワ

τ紅
脅
政
策
目
工
場
法
成
立
の
品
然
性

を
油
ベ
て
い
る
が
、
其
の
最
初
の
節
に
於
て
「
勢
働

Eω
限
界
」
手
取
扱

っ
て
い
る
事
は
注
目
陀
植
す
る
。

-
Z
ふ
ま
で
も
な
〈
、
勢
働
日
は
軍
一
的

な
一
定
数
の
時
間
で
は
な
〈
、
「
必
要
務
倒
と
剰
品
開
努
働
唱
と
の
総
和
、
ず

な
は
ち
捗
働
者
が
彼
の
持
働
力
を
楠
損
す
る
た
め
の
慣
値
を
生
産
す
る
期

間
v
と
剰
像
情
値
を
生
産
す
る
期
間
ど
の
組
制
」
(
マ
ル
ク
ス
)
で
あ
砲
、
従

つ
、
て
努
査
を
め
「
る
勢
働
目
的
向
調
は
現
質
的
に
ほ
剰
館
時
間
の
問
題
に

開
化
す
る
。
制
品
臨
時
働
日
剰
儲
時
聞
に
到
す
る
資
本
の
渇
望
は
無
制
限
で

大
河
内
一
男
教
授
著
『
枇
骨
世
筑
』
(
総
論
)

あ
り
、
か
く
て
「
場
働
日
の
限
界
」
を
実
破
す
る
必
然
性
を
博
つ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
無
制
限
な
資
本
(
個
別
資
本
)
の
澗
位
踏
ん
働
に
封
ず
る
掲
望

を
「
勢
倒
目
的
限
界
」
内
陀
抑
制
す
る
事
時
資
本
制
批
骨
存
立
競
展
の
た

め
の
不
官
庁
前
目
前
提
で
あ
る
。

ζ
ζ
M
L
最
初
の
惟
骨
班
策
日
工
場
法
成
立

の
必
然
性
が
存
す
る
咽
障
で
あ
る
が
、
と
の
意
味
か

b
も
「
傍
働
日
の
隈
界
し

は
正
し
く
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
0

マ
ル
ク
ス
は
ヰ
へ
て
汁
る
|
|
「

・
盤
町
働
日
は
回
定
的
な
大
い
さ
で
な

E
て
流
動
的
な
大
い
き
で
あ
る
と
は

一
司
で
そ
れ
は
仙
方
で
は
た
だ
特
定
自
陣
皮
肉
に
布
い
て
の
h
F
揮

時

間

L
得

A
U
G
-
-
'
傍
働
目
は
一
の
最
大
限
皮
訟
有
す
る
。
そ
れ
は
あ
る
特
定
の
限

界
以
上
に
は
延
長
さ
れ
え
な
い
も
山
ア
あ
る
。
こ
の
最
京
限
度
は
二
重
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
は
努
働
力
の
肉
値
的
な
限
度
に
ま
っ
て
、
人

間
は
ニ
十
四
時
聞
か

b
hは
る
一
自
然
自
の
聞
に
口
、
あ
る
一
定
分
量
の
生

命
力
し
か
支
出
で
き
な
い
。
-
一
日
の
あ
る
部
分
の
あ
ひ
だ
、
野
働
力

は
体
息
し
、
睡
眠
せ
血
ば
な
ら
ず
、
ま
た
他
の
部
分
の
あ
世
だ
、
人
聞
は
食

事
し
亦
洛
レ
在
肢
を
つ
け
る
宰
々
と
い
ふ
宇
う
な
、
他
の
肉
組
的
諸
棋
望

を
充
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
か
る
純
梓
に
肉
膿
的
な
限
度
を
則
と
し
て
も

勢
働
目
円
建
畏
は
遺
稿
的
た
諸
限
度
に
ぶ
つ
ワ
か
る
。
持
働
者
は
精
神
的

指

rび
祉
骨
的
な
商
欲
望
|
ぞ
れ

b
の
範
岡
お
よ
び
放
は
一
般
的
な
丈
化

扶
態
に
よ
っ
で
規
定
さ
札
亡
い
る

1
l
E芳
た
す
た
め
に
時
間
を
要
す
る

だ

h
r
b捧
働
日
刊
強
化
位
向
櫨
的
指
ヱ
世
一
昨
曾
的
な
諸
限
度
の
内
部
を
週

動
ず
る
。
だ
が
、
己
の
ニ
一
日
の
限
度
は
甚
だ
伸
縮
白
在
な
も
の
で
あ
?
て

欝
朗
自
酷
地
出
極
め
て
大
で
あ
る
。
か
〈
て
苦
々
は
八
時
間
、
十
時
間
、

第
六
十
一
一
巻

情
一
、
ニ
観

五

亙



大
河
内
一
男
教
授
著
『
批
骨
世
策
』
(
総
論
)

+
二
時
間
、
十
四
時
間
、
十
六
時
間
、
十
八
時
間
の
、
師
ち
極
め
て
相
臭

っ
た
長
き
の
諮
問
貯
働
胃
を
見
出
す
」
(
安
本
繭
第
一
巻
、
畏
事
部
露
本
五

八
七

l
八
買
、
以
下
「
整
本
論
」
引
用
は
ず
ベ
て
ー
一
長
各
部
書
本
に
主
る
)

左
。
我
々
は
と
ζ

で
マ
ル
ク
ス
が
勢
倒
目
の
問
題
を
、
従
ワ
て
又
茸
の
艶
動

、
、
、
、
、
、

w.、
、
、
、
.
、
、
、
、
、

を
、
乙
の
「
骨
骨
働
日
の
限
界
」
内
で
の
み
問
題
と
し
て
い
る
事
を
看
描

L
て

は
な
ら
な
い
り
で
あ
る
。
所
で
、
マ
ル
ク
ス
が
努
働
日
向
標
準
化
の
問
題

を
階
叡
闘
争
目
庫
物
で
あ
る
、
-
と
し
て
い
る
句
は
理
論
的
陀
は
寅
陀
乙
の

限
度
内
に
於
け
る
勢
働
目
の
慶
動

l
盟
締
の
問
題
陀
外
な
ら
な
か
ワ
た
の

で
あ
る
。
即
ち
「
か
中
ろ
に
会
〈
伸
縮
自
在
な
諸
限
度
を
度
外
関
宇
れ
ば

商
品
交
換
そ

ω
も
の
の
本
性
か
ら
し
て
野
働
問
の
伺

b
の
限
界
も
、
品
く

し
て
剰
倍
野
倒
的
何
ら
の
限
界
も
生
じ
な
い
。
費
本
家
が
勢
働
日
を
回
来

る
だ

W
延
長
し
、
そ
し
て
可
能
な
ら
ば
一
勢
価
同
を
二
勢
働
口
た
ら
し
め

よ
う
k
試
み
る
場
合
に
仕
彼
は
購
買
者
v
と
し
て
の
彼
の
臨
時
利
を
主
張
す
る

の
で
あ
る
。
相
4
F吋
利
い
て
原
賀
さ
れ
州
問
問
削
瑚
配
制
剤
岡
阿
川
臨
買

者
に
よ
る
そ
れ
の
消
費
の
或
る
限
度
を
骨
ん
で
い
る
の
で
あ
ヲ
て
、
勢
働

者
百
軒
働
問
を
一
定
的
槙
酷
的
な
大
い
き
に
制
限
し
主
う
正
依
す
る
場
骨

に
位
彼
は
販
直
者
ξ

し
て
の
彼
自
権
利
を
主
張
す
る
白
で
あ

b
。
か
〈
し

て
己
的
場
令
ド
位
、
共
忙
隼

L
〈
商
品
交
換
の
控
則
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

た
地
利
封
構
利
と
い
』
一
つ
の
こ
偉
背
反
が
生
ず
る
。
同
時
な
構
利
五
樺

判
し
」
の
聞
で
は
暴
力
が
裁
決
す
る
@

h

r

く
て
費
本
制
生
障
の
様
車
陀
一
お
い

て
第
働
日
目
標
準
化
は
、
勢
働
日
の
詰
限
度
を
め
「
る
開
争

l
i棉
資
本

軍
す
h
q
は
ち
費
本
家
階
融
ー
と
轍
勢
働
者
す
な
は
ち
骨
骨
働
者
陪
組
と
わ
間
的

策
穴
十
=
一
巻

事
一
、
ニ
腕

一一一

王
国

ノ

一
円
岡
管
F
j
1
正
し
て
現
は
れ
る
L

(

「
資
本
論
L
第
一
巻
王
九
一
一
7
1
閉
頁
、

傍

輯

津

本

)

と

。

切

か
〈
て
マ
ル
n
p

ス
は
品
齢
的
忙
、
楳
嘩
勢
醐
日
の
問
顕
在
、
事
質
的
歴

史
的
忙
研
究
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
標
準
努
働
日

は
強
力
陀
よ
ヲ
て
の
み
即
ち
勢
働
者
〉
一
費
本
家
と
の
闘
争
に
主
つ
て
の
み

決
定
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
ワ
た
の
で
あ
‘
る
。
だ
が
「
持
働
回
目
限
界
」

(
騨
論
)
を
勢
働
日
研
究
(
事
質
1r一
歴
具
V

の
前
提
正
し
て
置
い
た
事
は
、
マ

ル
グ
ス
が
持
働
日
の
問
題
を
有
の
解
決
と
い
ふ
理
論
的
閥
心
に
布
い
て
把

握
し
た
乙
主
張
示
す
も
の
で
あ
司
一
た
、
と
い
山
事
が
国
車
工
う
(
ロ

1
ぜ

ン
ベ
ル

F
)
。
↑
「
た
だ
と
の
問
題
的
特
殊
性
は
、
そ
れ
が
商
品
、
費
草
、
剰

億
四
位
の
抽
象
的
分
析
に
耕
づ
き
、
抽
象
的

H
潰
樟
的
方
法
に
よ
っ
て
解

決
さ
れ
ず
、
蹄
納
的
日
記
油
的
方
法
に
ま
?
て
の
み
解
快
さ
れ
う
る
と
い

ふ
耐
昨
あ
る
」
(
ロ

I
セ
ン
ベ
ル

F
「
安
本
論
融
解
」
邦
諒
一
各
三
三
三
耳
)
。

四

E 
ドヨ

大
河
内
教
授
も
捗
働
目
的
限
界
を
枇
骨
世
策
理
論
的
問
後
貼
で
あ
る
と

L
て
衣
の
様
忙
温
べ
ら
れ
亡
い
る
。

1
i
l
白
人
格
的
な
も
の
が
商
品
と
し

て
、
「
勢
働
力
」
E
L
て
、
資
本
的
自
由
な
る
溢
用
の
下
に
放
置
さ
れ
一
工
品

る
乙
左
同
調
す
る
非
難
か
ら
は
一
世
曾
世
良
主
薮
的
道
義
繭
以
外
の
も
山
は

生
れ
て
鼎
々
い
。
問
題
仕
ま
さ
に
、
生
産
耐
久
棄
た
る
「
傍
働
刀
」
が
そ
の

費
、
入
時
的
存
在
た
る
勢
働
者
に
よ
ワ
て
掠
且
れ
て
庶
り
、
そ
の
限
り
に

於
て
、
資
本
目
「
勢
働
力
」
古
用
ょ
に
は
、
内
組
的
に
も
祉
骨
的
作
も
越

え
難
い
桐
約
眠
附
さ
れ
て
い
る
と
い
ふ
鮪
川
町
矛
盾
を
僻
割
す
る
と
と
の
担



陀
一
位
曾
酌
錦
町
正

L
い
理
論
四
倍
登
駒
が
あ
る
・
・
』
(
司
社
合
政
策
』
周

=
一
頁
、
以
下
引
用
香
者
無
言
限
り
紬
ベ
て
「
祉
品
開
政
策
』
正
ず
る
・
岸
本
)

と
。
h
r
〈

τ
教
授
に
あ
っ
て
も
マ
ル
ク
ス
左
同
障
に
、
個
別
資
本
の
剰
融

野
働
に
封
ず
る
吸
血
鬼
的
調
望
(
厚
生
的
野
働
閥
保
町
民
開
)
を
「
持
働

日
目
限
界
」
内
に
抑
制
H
預
制
ず
る
乙
と
(
原
生
的
勢
働
関
冊
の
克
服
)
に

最
初
の
祉
命
政
策
U
工
場
法
成
立
の
品
然
性
を
求
め

b
れ
た
の
で
あ
る
。

「
警
本
(
個
別
梨
本
岸
本
)
は
剥
儀
勢
卸
を
求
め
る
そ
の
無
制
限
な
官

目
的
街
動
ー
ー
そ
の
人
狼
的
渇
望

1
lわ
ゆ
ゑ
に
、
た
だ
比
岨
労
働
同
四
遭

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

徳
的
な
最
大
限
度
ば
か
り
で
な
〈
、
そ
の
純
向
瞳
的
な
最
大
限
度
を
も
乗

り
越
え
る
」
(
費
本
輸
事
一
巻
宍
穴

O
頁
)
。
産
業
革
命
は
費
本
を
し
て
こ

の
事
を
可
植
な
ら
し
め
た
が
、
己
れ
は
所
謂
「
限
生
的
努
働
関
係
」
(
週

度
勢
鮒
と
匹
賃
舗
と
身
分
的

H
棋
力
的
な
努
働
闘
停
m
U
A
Z

酢
)
を
展
開
せ

し
め
「
た
だ
に
掛
働
力
の
標
理
的
な
遺
徳
的
お
よ
び
肉
挫
的
な
設
展
。
な

ら
び
に
活
動
保
件
を
奪
ふ
で
あ
ち
ろ
や
う
な
、
人
閣
の
勢
働
力
の
萎
縮
を

生
ぜ
し
め
る
だ
け
で
は
な
い
。
ぞ
れ
は
勢
働
力
そ
の
も
の
の
儲
り
に
早
い

、
、
、
、
、
、
、
、

疲
館
主
死
誠
司
と
を
生
ぜ
し
め
る
」
(
「
資
本
論
L

部
一
巻
穴
穴
一
一
頁
)
に
至

る
。
乙
の
事
は
個
々
的
資
本
に
と
っ
て
何
事
顧
慮
す
る
に
値
し
な
い
が
、

費
本
側
一
世
合
総
開
ー
と
し
て
の
立
場
日
粧
品
"
的
綿
費
本
的
立
場
に
と
っ
て
は

事
情
は
異
る
。
刑
へ
司
結
験
が
一
四
艇
に
資
本
家
に
罰
し
て
示
す
も
の
は
た

え
古
石
温
調
人
口
、
す
な
は
ち
資
本
の
嘗
面
の
棺
殖
慾
に
比
輯
し
て
の
過

剰
人
ロ
で
る
る
」
と
し
て
も
、
そ
の
「
担
調
人
口
の
流
れ
は
、
護
育
不

全
の
、
早
p
、
列
ん
で
了
ふ
、
最
速
陀
交
替
す
る
、
調
は
ば
未
熟
の
う
ち
に

大
間
内
一
男
教
授
著
『
枇
官
政
策
』
(
組
前
)

橋
h
F
k
b
れ
る
、
代
々
の
人
聞
か
ち
寸
形
成
さ
れ
て
い
る
」
(
「
資
本
論
」
第

一
巻
宍
六
九
頁
)
の
万
あ
っ
て
.
こ
の
様
な
努
働
力
字
組
剰
勢
働
力
を
地

盤
と
し
て
は
、
費
本
側
世
骨
は
そ
の
も
の
左
し
て
間
賞
に
循
躍
す
る
事
は

不
可
能
で
あ
る
。
何
ー
と
な
k
w
ぽ
持
働
目
白
限
界
、
特
に
其
の
純
肉
盤
的
限

界
主
越
え
た
捗
働
力
搾
取
は
、
正
に
慣
植
法
則
の
破
壊
で
あ
づ
て
、
費
本

主
義
世
官
そ
の
も
の
の
自
己
否
定
に
丹
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か

t
て

世
曹
は
(
品
位
官
的
地
安
本
)
、
個
別
資
本

r強
制
し
て
、
そ
の
剰
酷
勢
働

忙
謝
す
る
人
眼
的
渇
望
官
「
勢
働
目
的
限
界
」
内
に
抑
制
す
る
に
軍
る
自

で
あ
る
。
世
官
政
策
は
か
か
る
も
の
乏
し
て
敬
授
に
去
っ
て
正

L
〈
把
握

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

1
i
『
祉
骨
政
策
は
資
本
制
紐
慣
に
封
ず
る
遭
義
的

批
判
を
基
閉
と
し
て
謂
は
ぽ
極
済
の
汗
か
ら
奥
へ

b
れ
¥
る
も
の
と
し
て
理

解
さ
れ
る
と
と
な
〈
、

h
u
l
る
費
本
制
糎
済
そ
の
も
回
目
存
立
な

ι
F
K

鐙
展
を
生
産
要
素
た
る
第
働
力
の
黙
h
r
b
悶
賞
に
保
置
す
る
た
め
の
保
件

、
と
し
て
、
郎
ち
安
本
制
髄
済
の
再
生
産
の
保
件
聖
司
努
働
力
」
の
樺
々
な

在
り
方
に
保
は

b
し
め
て
搾
り
上
げ
る
政
策
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
穂
惜

ー
と
し
て
の
費
本
の
意
志
を
表
現
す
る
政
策
と
し
て
紹
済
田
中
か

b
そ
の
品

保
怯
L
C
L
て
剖
解
さ
れ
る
』
(
四
四
百
)
ム
」
d

こ
こ
に
我
々
は
歌
授
が
一
昨
曾
/

政
策
を
祉
合
組
資
本
町
野
働
力
政
策
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る

が
、
本
書
第
一
章
は
そ
の
た
め
の
究
明
臣
官
て
た
も
の
で
あ
る
。
と
と
に

佐
官
ず
べ
き
ぜ
教
授
が
、
一
位
官
的
組
資
本
の
意
思
執
行
者
市
と
し
て
現
質
的

時
役
割
を
果
す
も
の
は
、
近
代
園
家
(
ア
プ

y
p
ェ

1
テ
イ
ズ
ム
中
ボ
ナ

バ
ル
テ
イ
ズ
ム
で
は
な
〈
て
資
本
図
家
)
に
外
な
ら
ず
，
叉
即
時
百
働
力
の
人

第
六
十
一
一
一
巻

ま己
五

宜
五

第

て

ニ

探



、

大
河
内
一
司
教
授
著
『
紅
曾
耽
策
』
(
楓
繭
)

問
的
措
賞
者
は
工
業
野
間
帯
階
級
で
あ
る
、

v
と
摘
摘
さ
れ
て
い
る
事
で
あ

る
。
舵
曾
政
策
的
「
担
論
」
を
考
へ
る
上
に
こ
れ
は
営
然
の
注
意
で
は
あ

る
が
、
我
々
が
具
膿
酌
な
任
意
の
園
町
一
位
官
政
策
を
考
察
す
る
場
合
、
そ

の
闘
の
「
闘
家
」
が
何
で
あ
る
恥
仰
を
具
陸
的
に
究
明
す
る
品
型
の
あ
る
事

を
指
示
す
る
も
の
で
看
掘
さ
れ
で
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
昨
川
で
原
牢
的
時
同
闘
保
克
服
の
意
味
で
の
証
骨
政
策
成
立
の
必
持
性
を

教
授
は
衣
の
岨
怖
に
究
式
化
さ
れ

τ
い
る

1
l
『

l
h野
働
力
し
の
全
般
的

な
癖
滅
左
暗
潰
し

k
を
防
止
し
、
「
捧
働
力
L
網
慢
の
「
健
会
亡
な
培
穫
を
目

的
v
と
す
る
配
官
政
策
や
必
無
怯
位
、
・
・
費
本
忙
封
ず
る
野
倒
的
措
叡
的

闘
争
陀
主
っ
て
柑
め
て
現
へ
ち
れ
る
の
で
は
な
く
、
h

げ
し
ろ
資
本
制
的
な

庫
業
舵
曾
そ
の
も
の
の
隅
嘗
な
謹
皆
の
た
め
の
組
済
的
必
然
性
に
属
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
町
述
べ
て
い
る
如
〈
、
資
本
主
義
和
南
町
「
自

鼎
律
」
正
し
て
考
へ

b
る
ベ
き
も
の
仕
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
い
ま
た
た
え

賢
本
陀
謝
す
る
努
働
の
反
抗
中
陪
叡
闘
用
す
が
存
布

L
吐
い
場
骨
ξ
睡
喝
、

細
済
社
曾
は
そ
れ
自j

値
目
内
的
必
然
性
作
よ
っ
て
、
師
ち
綿
櫨
・
と
止
で
の

資
本
の
立
場
に
於
て
の
必
然
事
と
考
へ

b
れ
る
と
と
ろ
の
「
勢
働
ガ
」
を

砕
を
し
培
品
開
ず
官
邸
一
要
に
よ
っ
て
生
ま
れ
車
る
も
の
な
の
寸
あ
る
」
(
ニ

一
=
一
買
)
及
。
断
る
ま
で
も
な
〈
安
本
に
よ
る
労
働
目
白
「
悶
曲
目
的
限
度
」

を
越
え
た
耽
取
は
、
従
フ
て
叉
原
生
的
勢
価
闘
揮
の
展
開
は
、
担
論
的
に

は
情
植
法
則
の
破
壊
で
あ
り
、
乙
の
限
り
資
本
主
義
世
曹
は
、
そ
の
も
の

と
し
て
存
横
ず
る
限
り
、
個
別
安
本
の
剰
融
努
働
に
罰
す
る
無
制
限
の
渇

望
位
、

b
J
〈
'
と
も
「
勢
働
日
の
肉
略
的
な
限
度
L

円
忙
抑
制
さ
れ
て
い
な

事
六
十
三
巻

豆、
占

五
六

第
一
'
二
揖

け
れ
ば
な

b
な
い
。
従
っ
て
と
の
限
り
に
於
て
レ
教
授
の
言
は
れ
る
樺
に

こ
の
意
味
の
世
骨
散
策
は
、
野
賓
の
闘
争
を
離
れ
て
、
資
本
制
批
脅
白
「
自

然
律
」
'
と
し
て
生
れ
る
様
に
見
え
る
。
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
も
寸
極

端
問
閥
単
入
門
」
陀
於
て
「
最
長
持
働
日
忙
閥
ず
る
最
初
の
法
規
位
、
努
働
者

の
直
誼
に
よ
っ
て
踊
制
さ
れ
た
エ
り
も
、
む
し
ろ
資
本
家
祉
骨
内
車
な
る

自
己
保
存
の
動
機
に
主
る
も
の
で
あ
っ
た
」
九
邦
課
、
岩
波
丈
摩
庇
一
一
三

七
頁
)
と
一
耳
ひ
、
マ

λ

グ
ス
も
「
'
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
訟
仕
同
じ
禍
望

(
刺
傑
樺
働
に
謝
す
る
鴻
望
・
岸
本
)
の
消
摘
的
な
表
菰
で
あ
る
。
乙
の
法

律
は
、
国
家
に
よ
っ
て

l
iし
か
も
旋
本
家
左
地
主
と
の
支
問
ず
る
圏
家

内
側
か

b
1
|第
働
日
を
高
原
的
に
制
限
す
る
こ
と
に
孟
羽
、
勢
働
力
の

無
昨
限
な
唖
軍
陀
劃
す
る
資
本
の
熱
望
を
軍
締
る
も
の
で
あ
る
。
田
に
ま

ず
ま
ず
威
嚇
的
に
膨
限
し
つ
つ
あ
る
勢
働
者
運
動
を
鹿
川
町
視
す
れ
ば
、
乙

の
工
場
野
働
の
制
限
は
、
グ
ア
ノ
を
イ
ギ

p
ス
白
畑
に
出
ぎ
と
ん
だ
町
と

同
じ
必
然
性
悶
よ
っ
て
持
問
さ
れ
て
い
た
。
す
な
は
ち
も
一
方
的
場
合
で

は
土
地
を
痔
せ
さ
せ
て
了
っ
た
そ
の
同
じ
宵
目
的
な
強
奪
欲
出
、
他
方
で

は
闘
民
の
生
命
力
の
根
源
を
襲
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
『
安
本
論
」
第
一

巻
完

O
ニ
頁
)
、
「
輔
械
が
資
本
町
苧
巾
で
生
ず
し
め
る
時
働
日
の
無
際
限

目

延

長

位

の

ち

K
室
り
生
活
的
根
源
訟
脅
中
か
さ
れ
世
辞
曾
の
反
動

を
、
一
世
っ
て
ま
た
法
律
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
槙
理
労
働
日
を
拍
掃
す
る
」

(
同
上
九
五
四
買
)
、
寸
工
場
立
語
、
す
た
は
ち
、
批
骨
の
生
産
過
程
の
白

熱
獲
量
的
主
主
障
に
封
ナ
る
柾
官
の
乙
の
最
初
自
意
識
的
で
計
費
恥
な
反
令

作
用
拡
・
締
赫
申
自
動
機
械
E
T

電
信
正
同
様
に
、
大
工
業
日
一
必
然
的
な



産
物
で
あ
る
」
(
同
上
、
一

O
九
九
耳
)
ξ

晶
ベ
て
教
授
を
裏
書
き
し
て
い

る
障
に
見
え
る
。
、
し
か
し
こ
と
陀
由
意
す
ベ
警
は
、
マ
ル
ク
ス
の
最
初
心

引
用
女
は
「
日
々
手
す
ま
す
威
嚇
的
に
膨
脹
し
円
一
ワ
あ
る
勢
働
者
運
動
を

度
外
脱
す
れ
ば
」
と
い
し
F

重
大
な
伺
需
が
つ
い
℃
い
る

ι、
第
一
一
、
第
=
一

の
引
用
丈
は
、
資
本
論
事
一
巻
第
四
篇
第
T

一
一
一
章
(
構
械
と
大
工
業
)
に
論

f
b
れ
て
い
て
、
事
三
筋
第
八
章
(
努
帥
日
)
の
事
貨
は
曲
〈
ま
で
前
提
サ

ら
れ
て
い
る
と
い
ふ
事

t
あ
る
。
議
本
制
批
曾
医
於
け
る
「
白
紙
律
L

は、

墨
田
的
現
質
的
町
、
附
宵
寅
の
階
紐
闘
守
を
晶
じ
て
の
b
F

始
め
て
t
r
瓜
附
さ
れ

る
も
の
に
外
な

b
ず
、
抽
象
的
に
そ
の
も
の

k
し
て
無
媒
介
的
・
自
然
的

に
貫
徹
さ
れ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
o
-
努
働
日
」
の
説
明
に
於
て
、
マ

ル
ク
ス
が
「
努
働
日
の
陣
界
」
を
先
づ
論
じ
、
岬
骨
働
吋
ぱ
の
箆
動
は
、
こ
の

「
特
定
自
限
度
内
に
お
い
て
の
か
」
(
「
資
本
論
」
第
一
巻
五
八
七
頁
)
行
は

れ
う
る
ζ

主
、
そ
し
て
こ
の
阻
度
内
に
於
け
る
鑓
劫
は
、
弧
力
に
よ
ワ
て

帥
ち
努
倒
階
赦
工
ζ

資
本
陪
紙
守
ど
の
闘
争
に
よ
っ
て
決
定
せ

b
れ
る
、
ー
と
設

い
た
の
は
、
飽
く
ま
で
労
働
円
仰
向
題
、
従
っ
て
剰
融
持
働
時
問
。
問
題

を
、
抽
象
的
・
盟
罰
的
に
把
握
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
こ

の
努
働
日
は
其
の
臨
界
が
あ
る
ー
と
は
一
耳
へ
、
極
的
℃
伸
縮
自
棋
の
も
の

で
、
そ
れ
白
煙
に
掛
て
は
規
定
さ
札
て
い
な
い
大
き
き
で
あ
る
が
故
に
、

見
勢
働
日
の
長
さ
は
交
換
の
諸
法
則
か
ら
は
引
出
す
ζ

と
が
出
来
な
い
故

に
、
マ
ル
ク
ス
問
、
勢
働
日
を
具
韓
的
(
寧
質
的
)
歴
史
的
に
尉
扱
は
ざ
る

を
相
押
な
か
っ
た
の
で
あ
ず
、
央
々
の
努
働
山
且
越
的
丸
山
長
さ
を
階
甑
闘
争

の
結
果
と

L
て
確
定
し
た
の
ぜ
あ
っ
た
。
棺
っ
て
勢
働
日
の
問
題
を
、
マ

大
河
内
一
一
男
欽
授
著
『
一
位
品
開
政
策
』
(
楓
論
}

ル
ク
ス
は
具
般
的
K
事
貨
と
し
て
隆
史
的
に
府
扱
っ
た
が
飽
く
ま
で
労
働

問
自
理
論
に
「
勢
倒
目
白
限
界
」
自
問
題
に
従
属
せ
し
め
た

E
い
し
同
事
が

出
掠
る
。
こ
れ
は
既
に
遁
べ
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
具
観
的
冷
捗
働
日
の

問
題
は
、
か

cτ
乙
心
労
働
目
白
解
決
(
哩
前
)
の
方
向
に
於
て
蕗
盟
主
札

ざ
る
を
得
た
い
さ
い
ふ
事
、
そ
し
て
と
れ
が
階
叡
問
手
を
遁
じ
て
の
み
解

決
さ
れ
う
る
事
を
マ
ル
ク
ス
は
繭
じ
た
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
か
く
て

捗
働
日
町
問
題
在
理
論
と
回
世
史
と
の
、
抽
象
性
ど
具
値
性
と
の
統
一
に
於

い
て
担
属
し
た
の
で
あ
る
υ

き
れ
ば
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
は
「
鋒
働
閏
」
の
章

の
第
六
節
標
牢
磐
倒
目
的
た
め
の
闘
争
に
於
て
工
培
法
成
立
の
問
題

を

「
e

努
働
の
期
間
、
限
界
、
件
止
を
時
計
の
普
に
従
ワ
て
軍
隊
式

に
き
ち
ん
と
規
制
す
る
こ
れ
ら
の
精
密
な
諸
規
定
匹
、
決
し
て
議
曾
の
車

想
的
産
物
で
位
な
か
っ
た
。
そ
れ

b
は
近
代
的
生
産
様
式
的
自
然
商
法
則

主
し
て
、
諮
問
仰
係
か
ら
漸
究
的
に
強
展
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

b
の
自
然

諾
法
則
的
定
式
化
、
公
認
和
主
刊
日
岡
家
的
宣
言
は
、
長
期
に
わ
た
る
諸
階

級
爾
争
の
所
産
で
あ
っ
た
」
(
「
資
本
論
」
慎
一
巻
六
九
八
頁
)
と
定
式
付
け

た
の
で
お
る
。
と
れ
は
決
し
て
大
町
内
教
授
の
批
骨
政
筑

U
エ
場
法
舗
と

町
一
で
は
な
い
。
教
授
は
資
本
制
批
官
の
「
自
然
律
」
を
担
務
的
必
然
性
に

狭
降
化
し
て

h
v
b
れ
る
。
だ
が
「
白
鶴
律
」
は
決
し
て
こ
の
樺
な
も
の
主

し
て
狭
く
理
解
せ
ち
れ
て
は
な
ら
な
い
。
教
授
の
表
現
を
用
ひ
る
な
ら
経

済
的
必
鵠
性

ι一
位
官
的
必
然
性
と
の
統
一
足

L
て
の
「
品
然
性
」
に
於
て

理
解
し
な
け
れ
ば
な

b
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
K
考
「
る
な

b
ば
、
教

授
が
最
初
心
工
場
出
の
成
立
を
、
下
か
ら
白
凋
手
を
媒
介
と
し
な
い
「
上

静
六
十
一
一
一
巻

主
E
卓
也

第
一
、
ご
抗

豆ζ

七



夫
両
府
一
男
歌
授
若
『
一
世
骨
肱
策
』
(
細
論
)

か
ら
の
祉
骨
政
策
」
止
し
て
理
解

L

(例
へ
ば
ニ

O
二
百
、
ニ

O
四
賀
、

ニ
O
Z
頁
、
一
一
一
七
頁
、
一
一
一
一
回
頁
瞳
参
照
)
、
階
蔽
闘
争
を
「
惟
骨
的
品

齢
性
」
と
し
て
で
阻
苛
〈
、
世
曾
政
策
賞
理
の
車
な
る
「
一
契
機
L

左

L

て
宗
教
闘
噛
宇
慈
善
園
障
の
カ
ー
ζ

同
暗
に
理
解
さ
れ
た
事
(
二
日
ニ
頁
、

二
一
七
賀
、
二
二

O
頁
、
二
二
二
頁
、
二
一
一
三
二
頁
撃
参
照
)
は
世
骨
政
策

理
解
但
お
け
る
重
大
な
萌
鮎
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
再
ふ
ま
で
も
な
《
持
働

者
的
組
織
的
運
動
は
六
エ
業
時
代
田
資
本
制
生
産
闘
揮
の
「
必
然
的
な
産

、
、

物
」
で
あ
り
(
本
質
的
に
は
教
授
の
如
〈
「
上
か
ら
の
世
官
政
策
」

1
捗

働
者
保
護
制
勢
働
者
運
動
の
前
提
で
あ
る
E
盟
解
ず
べ
き
で
は
な
い
)
、
と

れ
は
枇
脅
世
策
の
「
程
調
的
必
然
性
忙
謝
し
て
は
明
ら
か
に
件
か

b
」
の

型
機
で
は
あ
る
が
、
己
れ
は
決
し
て
里
な
る
「
一
契
樺
」
で
は
な
〈
「
世

官
的
な
品
熱
性
」

E
L
セ
の
契
植
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
務
費
の
利
害
の

封
立
は
「
踊
力
」
に
主
忍
に
あ
ら
ざ
れ
ば
個
別
究
本
は
一
耳
』
ま
で
も
な
〈

世
舎
前
総
養
本
を
も
譲
歩
せ

L
品
得
な
い
か

b
で
あ
る
。
宗
教
固
世
帯
慈

善
問
離
の
力
は
快
し
て
「
強
力
」
を
意
味
し
な
い
の
で
あ
る
。
町
野
働
者

た
ち
は
、
被
隼
を
苦

1
め
る
臨
件
謝
す
る
「
防
措
」
の
た
め
忙
、
彼
轄
の

仲
間
ぞ
結
隼

L
、
E
n
J
此罫
h

い
U

一
の
闘
法
を
!
|
被
害
が
費
本
芝
山

自
由
意
思
的
契
約
に
よ
り
彼
轄
自
身
お
よ
び
彼
轄
の
開
肢
を
賀
つ
亡
死
鶴

男
奴
隷
獄
躍
と
に
豆
ち
し
め
ゐ
己
〉
一
を
防
渇
す
る
τ
と
と
る
の
一
の
力
強
き

枇
官
的
防
止
手
段
干

1
頚
軍

Eば
な

b
血
』
(
「
斐
本
論
」
第
一
室

も
=
一
九
買
)
円
で
あ
る
。
従
っ
て
『
最
初
の
椎
骨
政
策
(
工
場
法
的

ζ
k
・

岸
本
)
は
「
総
費
本
家
た
る
安
本
家
階
級
と
穂
野
働
者
売
る
勢
働
者
階
量

事
六
十
三
巻

主
人

第
一
、
三
掠

E
A
 

と
の
問
の
闘
争
」
(
マ
ル
グ
ス
の
言
葉
:
岸
本
)
や
「
安
本
家
k
努
働
者
聞

に
於
け
る
幾
世
相
忙
亙
っ
た
抗
争
の
桔
果
」
宇
「
資
本
京
階
極
左
努
働
者

階
赦
と
の
聞
に
於
け
る
恒

A
的
に
し
て
多
か
れ

9
か
れ
躍
蔽
さ
れ
た
市
民

戟
の
産
物
」
(
以
上
何
れ
も
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
)
ー
と
し
て
噂
へ
ち
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
〈
、
「
原
生
的
努
働
関
係
」
支
配
下
に
於
げ
る
個
別
養
本
の

「
野
働
力
」
に
謝
す
る
濫
奪
と
噛
潰
L
」
を
防
止
し
、
縮
瞳
と
し
て
の
費
本

が
一
定
数
量
り
「
勢
働
力
」
を
自
由
で
健
圭
な
生
産
要
素
と
し
て
、
確
貨

に
其
の
手
に
把
握
し
主
う
と
す
る
要
求

K
根
差
す
も
の
で
あ
り
、
産
業
舵

曾
そ
の
も
の
の
経
済
的
必
然
性

ι
し
て
成
立
す
る
U

乙
の
意
味
で
の
祇
曾

政
策
位
、
マ

L

川
ワ
グ
ス
の
趨
ベ
て
い
る
よ
う
に
勺
錨
円
割
き
堅
固
不
動
的
自

輯
律
」
と
し
て
貫
徹
さ
れ
る
と
と
を
要
請
ぎ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
』
(
ニ
ニ

O
頁
、
傍
貼
岸
本
)
ξ

町
教
授
の
言
葉
は
、
マ
ル
グ
ス
的
方
世
に
お
い
て

祉
曾
政
策
を
古
分
K
把
握
し
た
も
の
と
は
組
問
し
て
言
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

「
自
然
律
」
さ
へ
も
階
叡
と
階
叡
乏
の
闘
争
な
く
し
て
は
貫
徹

L
得
な
い

ーと
ζ

る
に
費
本
制
舵
舎
本
車
の
特
質
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
調
立

物
的
関
晶
子
乙
そ
賞
展
(
内
在
的
官
則
怯
展
開
)
の
国
臣
賞
の
「
棋
擦
」
で
あ

る。
所
で
、
教
法
は
、
工
場
法
&
惟
骨
的
綿
委
本
円
「
勢
倒
力
」
保
圭
培
義

町
政
策
ー
と
し
て
理
解
せ

b
れ
た
が
、
揖
々
は
、
「
資
本
論
」
目
立
場
に
立
ワ

ー
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
養
本
白
羽
偉
努
働
に
劃
ナ
る
鴻
望
の
「
消
極
的
表
現
」

左
し
て
、
帥
ち
資
本
家
階
級
の
持
働
者
附
棋
に
劃
す
る
「
耽
曜
の
輔
系
」

ー
と
し
て
、
と
の
た
め
の
幹
働
力
幹
全
政
策
左
し
て
理
解
寸
る
必
要
が
あ
る



で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
決
し
て
軍
な
る
用
請
の
問
趨
で
は
な
い
。
枇
骨
政
策

を
「
敢
取
の
政
策
」
の
一
特
殊
形
態
と
し
て
で
位
な
〈
、
第
働
力
の
「
保

全
培
養
の
政
策
」

K
L
て
理
解
す
る
と
い
ふ
ζ
1
c
は
、
我
々
の
立
場
そ
の

も
の
を
、
資
本
制
図
家
の
、
世
脅
的
総
資
本
町
立
場
に
立
だ
し
む
る
危
険

を
合
む
か
ら
で
あ
る
。
?
ル
ク
ス
の
理
論
を
辿
っ
て
「
費
本
目
立
場
」
に

到
達
す
る
事
は
、
如
何
百
る
意
味
巨
於
い
て
も
担
論
的
に
正
し
川
態
度
で

は
な
い
。
又
こ
の
態
度
は
祉
骨
班
策
の
所
調
「
生
産
力
」
理
捕
に
堕
す
る

危
険
を
持
っ
て
旧
る
正
一
再
へ
る
で
あ
ら
う
か
。
世
骨
政
策
は
一
義
的
に
勢

働
力
班
策
と
し
て

r
は
な

C
(生
産
力
的
把
握
)
、
持
働
者
H
第
働
力
政

策
と
し
て
二
重
の
構
造
に
お
い
て
把
握
す
る
払
喪
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

五

A
7
宇
我
々
は
、
強
風
せ
る
諾
形
態
の
祇
曾
政
策
(
工
場
法

ω
一
回
閣
の
設

庫
、
持
働
保
肱
、
勢
働
組
合
世
帯
々
)
の
成
立
の
必
熱
性
と
本
質
に
空
い

て
考
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勢
働
日
目
問
砲
を
例
に
・
と
れ
ば
、
マ
ル

ク
ス
は
と
れ
を
勢
働
目
の
限
界
(
勢
働
目
の
純
向
抽
極
的
限
界
と
誼
棉
的
限

界
)
向
に
於
け
る
艶
動
H
揮
綿
(
担
論
揮
縮
は
必
要
勢
働
時
間
ま
で
、
郎

ち
剰
融
勢
働
時
間
を
軍
作
ず

Z
Fで
短
縮
す
る
曹
が
不
可
能
た
る
は
論
ず

る
ま
で
も
な
い
)
の
問
題
ー
と

L
で
そ
れ
が
問
骨
髄
的
に

E
の
離
に
決
定
さ
れ

r

る
か
を
、
階
紋
閲
替
の
結
果
忙
求
め
た
事
は
既
に
遁
ベ
た
週
刊
υ
で
あ
る
。

か
く
て
、
我
々
間
一
位
骨
政
館
山
護
展
自
問
題
を
、
階
級
閣
争
か

b
、
勢

働
者
階
訴
の
会
慣
と
し
て
の

F

組
織
的
強
力
か
ち
導
き
出
す
事
が
出
車
る
が

大
間
内
一
男
教
授
著
?
世
舎
政
策
』
(
組
前
)

其
の
本
質
は
、
一
耳
ふ
ま
で
も
な
〈
、
事
働
力
耽
庶
の
「
消
極
的
表
章
」
に

外
な
ら
ぬ
、
唱
と
品
空
間
中
事
が
白
弗
之
、
う
。
し
か
も
安
本
的
剰
傍
努
働
に
劃
す

る
禍
望
は
、
不
断
に
勢
働
者
階
殺
の
関
手
に
よ
る
勢
価
僚
件
の
政
善
を
無

設
な
ら

L
め
〔
第
倒
的
強
化
中
不
麗
査
本
需
用
上
の
節
約
や
闇
結
構
に
封

ず
る
不
断
の
抑
医
隼
の
手
段
に
ま
る
)
、
弊
倒
保
件
を
し
て
、
野
働
力
の
慣

侃
以
上
へ
の
引
上
げ
を
不
可
能
た

b
し
め
る
ば
舟
り
か
、
訟
に
慣
値
以
下

へ
の
引
下
げ
を
強
制
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
闘
争
は
均
一
位
官
的
網
実
正
U

園
家
を
し
て
持
働
僚
件
を
捧
倒
自
の
限
界
の
親
に
間
づ
て
解
決
せ
し
め
、

資
本
制
世
脅
町
循
喋
を
保
持
せ
し
め
る
の
吋
で
あ

3
0

と
の
揮
に
勢
働
保
件
の
改
善
は
、
抽
出
し
て
強
力
に
主
る
慣
な
る
政
普

T

は
な
〈
し
て
、
舵
曾
的
純
資
車
を
し
て
、
か
か
る
改
善
を
寅
現
せ
ざ
る
を

得
k
〈
さ
せ
る
鰹
済
的
な
品
熱
性
の
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な

b
な
い
の
で

あ
る
。
「
資
本
論
」
は
之
を
究
の
聴
に
害
い
て
い
る

l
i
「
・
:
標
準
場
働

目
の
基
礎
上
で
は
・
:
持
働
の
弧
化
が
設
展
し
て
決
定
的
に
重
要
な
も
の

・
と
な
る
」
(
第
一
巻
九
五
回
頁
)
フ

E
E
捧
倒
日

E
E
長
ず
る
ζ

ー
と
が
法
律

に
エ
ワ
て
断
酷
禁
止
さ
れ
る
中
否
宇
、
安
本
は
野
働
白
眼
底
荻
組
織
的
に

高
め
る
ζ

と
に
よ
っ
て
主
い
』
棋
に
な
り
、
ま
た
機
棋
の
あ
ら
砕
為
政
良
を

将
じ
て
労
働
力
の
よ
り
大
を
な
岨
取
の
た
め
の
手
段
た
ら
じ
め
る
慣
向
が

あ
る
が
、
と
の
傾
向
は
や
が
て
再
び
捗
働
時
聞
の
再
度
円
減
9
が
不
可
挫

を
な
る
一
白
岡
崎
貼
に
達
す
る
に
遺
ひ
な
い
K
M
L
乙
と
か
う
し
た

ζ
k
k
位
竜
京
の
罪
も
な
い
」
(
伺
上
、
九
七
コ
一
頁
)
と
。
か
く
て
紅
官
的

総
資
式
の
「
悟
性
」
は
、
勢
働
者
階
輯
の
闘
争
に
媒
介
さ
れ
て
、
野
働
目

事
六
十
一
二
巻

主
ブし

第
一
、
二
部

王
丸



大
河
内
一
男
数
授
著
『
枇
骨
政
策
』
(
線
論
)

の
一
層
の
短
縮
を
、
湘
じ
て
、
努
働
僚
件
の
「
改
善
」
を
咋
凶
器
化
す
る
の

で
あ
る
G

-
C

と
ろ
で
大
河
円
教
授
仕
と
れ
を
ど
の
樟
同
専
へ
ら
札
て
い
る
で
あ
ら

う
か
。
数
授
が
「
原
生
的
野
働
関
保
」
克
服
の
た
め
の
「
帯
働
者
保
護
法
L
U

工
場
措
を
、
上
か
ら
、
即
ち
下
帆
ち
の
努
働
階
級
の
枕
争
を
離
れ
て
、
筑

現
さ
れ
る
、
主
連
ベ
た
こ
と
陀
つ
い
て
は
慨
に
批
判

1
た
。
勲
授
自
身
的

究
の
育
葉
炉
、
教
授
の
珂
論
を
自
己
否
定
し
て
い
な
い
で
あ
ら
う
か
。
印

ち
一
耳
ふ
『
場
側
組
合
の
社
骨
的
構
能
は
「
勢
働
力
L

た
る
商
品
の
商
品
性

を
貰
倣
せ
し
め
る
、
と
hv
ふ
貼
に
存
じ
て
い
た
。
弊
働
組
合
は
脚
済

円
「
商
品
問
的
秩
序
」
に
劃
す
る
「
強
力
」
金
意
味
す
る
も
の
で
位
な
〈
、

そ
れ
に
エ
つ
て
は
じ
め
て
、
費
十
川
制
一
昨
官
民
於
て
は
世
骨
的
勢
力
の
劣
位

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
"
の
た
め
極
め
て
不
利
な
「
静
倒
刀
」
と
い
よ
枠
暁
な
商
品
を
其
t

闇

値
泊
り
に
販
賀
せ
し
め
る
た
め
の
不
可
扶
白
書
院
で
あ
っ
た
u

い
支
持
働

者
組
織
的
「
強
力
」
が
念
品
問
存
在
し
な
い
と
恨
兄
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
「
野

ゆ
力
」
は
縦
横
的
に
そ
の
冊
値
以
下
の
取
扱
ひ
を
受
け
る
の
む
か
な
ら
ず
、

時
働
関
係
の
原
舟
一
的
形
強
を
峠
徴
付
け
て
い
た
身
分
間

U
植
力
的
関
係
も

亦
解
演
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ち
ろ
』
(
二
三
一
一
且
、
傍
蜘
岸
本
)
と
。

教
授
は
瑳
展
し
た
形
態
に
於
け
る
紅
曾
政
策
の
成
?
を
央
の
離
に
把
握

さ
れ
て
い
る
。
ー

l
『
野
働
者
と
し
て
の
紅
骨
的
存
主
担
ヱ
び
そ
の
組
織

を
中
心
と
す
る
、
一
回
府
選
ん
百
意
味
で
の
、
そ
除
主
偶
的
側
而
の
自
閣
官
と

組
織
化
正
を
合
λ
在
意
味
で
の
「
勢
働
力
」
を
謂
象
司
と
す
る
世
曾
政
策
、

即
ち
主
と
し
て
勢
働
者
の
祉
骨
的
お
よ
び
文
化
的
存
主
と
し
て
の
構
利
主

事
宍
十
三
巻

ノ、
O 

第
て
一
一
誠

~ ノ、
O 

地
位
円
盤
得
を
内
容
と
す
ろ
祉
書
政
策
医
づ
い
て
は
、
持
働
者
組
織
の
強

力
主
問
手
L
C

が
縮
封
に
必
要
で
畠
る
』
{
七
八
司
)
と
。

そ
し
て
之
を
批
骨
的
総
資
本
の
勢
働
刀
班
策
、
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
桝

神
間
的
必
縮
性
を
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
ろ
ド
!
『
生
産
要
素
た
る
「
特

価
力
し
の
主
値
商
忙
着
目
し
た
紅
骨
政
策
が
・
資
木
制
紹
済
そ
の
も

ω

の
確
保
と
培
識
の
必
要
か

b
生
じ
て
来
る
。
勢
働
者
世
曜
に
「
等
働
力
」

と
し
て
の
存
布
た
る
の

bm
で
な
く
、
自

b
の
一
世
曾
的
地
位
を
自
噴
す
る
と

左
も
に
、
と
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
自
主
的
な
組
織

E
作
る
-
よ
う
に
な
れ

ば
、
ず
で
陀
「
持
働
力
」
仕
草
に
物
的
生
産
要
素
と
し
て
の
そ
円
客
世

的
存
在
に
布
い
て
の
み
な
ち
ず
同
時
比
時
々
の
主
躍
的
国
に
於
て
も
問
題
之

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
意
識
化
さ
れ
た
「
勢
価
力
」
ま
た
は
祉
骨
的

に
組
織
さ
れ
た
「
勢
働
力
」
と
し
て
匝
扱
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
一
な
く
な

る
。
こ
の
時
期
医
府
て
は
、
第
働
者
は
最
且
H
A
γ

資
本
に
と
っ
て
の
生
産
要

事
売
る
「
努
働
力
し
た
る
と
と
を
や
め
惜
の
で
は
な
〈
、
主
櫨
化
さ
れ
組

職
位
さ
札
た
「
野
働
力
」
K
L
て
毛
デ
イ
フ
ィ
ケ

1
シ
ョ
ン
を
受
け
る
だ
け

で
あ
る
G

そ
れ
故
、

E
の
場
告
に
山
町
ず
ろ
枇
骨
政
策
は
、
勢
働
に
針
す

あ
安
本
の
慢
品
た
る
協
問
中
妥
協
、
ま
た
は
持
働
に
封
ず
る
費
本
の
譲
歩

な
ど
と
い
ふ
中
う
な
も
の
で
は
な

4
、
枇
合
的
な
自
凪
閣
と
要
求
と
を
持
ち

委
本
に
謝
し
て
組
臓
に
擦
ワ
て
問
手
す
る
に
至
っ
た
吋
時
働
力
」
の
賓
本

に
よ
る
獲
得
で
あ
り
、
か
か
る
も
の
と
し
て
の
培
養
の
た
め
の
牢
段
な
の

で
あ
る
。
目
的
は
決
し
て
努
倒
防
叡
自
身
の
繭
枇
陀
あ
る
の
で
は
な
〈
、

巴
の
段
階
に
舟
け
zo

「
勢
働
力
」
を
な
眠
、
も
賓
本
の
用
誌
に
併
す
る
と
い



ふ
貼
に
あ
る
の
で
あ
る
c

そ
れ
故
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
時
働
者
組
柚
宇

勢
剖
動
勃
を
匝
慢
の
翼
閣
と
し
て
生
ま
れ
る
祉
骨
政
策
位
、
そ
の
本
質
上

資
本
制
紅
演
に
内
在
す
る
雑
済
的
必
然
性
に
担
差
す
こ
と
な
く
、
軍
に
政

問
的
な
要
閃
か
ら
生
ま
れ
る
主
う

K
誤
解
さ
れ
易
い
。
け
れ

rも
、
資
本

制
担
済
が
か
か
る
も
の
正
し
て
存
機
L
一
工
い
る
限
司
、
4

々
と
に
登
場
す
る

一
昨
骨
政
策
は
、
暗
に
帥
附
幽
悼
と
し
て
の
費
本
が
寸
勢
働
力
」
主
、
そ
町
間
熟

d

の
す
ベ
て
の
段
階
を
通
じ
て
、
安
全
確
貨
は
そ
の
手
に
把
握
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
る
鮎
を
忘
れ
て
両
な

b
な
い
』
(
ニ
八
九

i
二
九

O
頁
)
と
。
我

同
門
ほ
こ
と
に
教
授
が
、
己
れ
ら
の
粧
台
政
策
を
、
一
芳
で
は
階
紋
闘
争
の

産
物
だ
1r
却
さ
へ
て
は
い
る
が
、
貨
は
曲
〈
ま
で
枇
曾
的
総
資
本
の
「
情
性
」

的
産
物
1r一
し
↓
て
暫
解
さ
れ
て
い
る
、
主
感
じ
な
い
で
あ

b
う
が
。
資
主
制

枇
骨
そ
の
も
の
の
後
民
を
世
脅
的
施
費
本
町
一
方
的
な
「
情
性
」
の
産
物

唱
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
、
主
席
じ
な
い
で
あ
ら
ろ
か
。
己
れ
は
較
授
が

紅
合
政
策
を
一
貫

L
ζ
虫
産
力
的
側
商
か
ら
九
日
み
把
握
せ

b
れ
た
事
に
、

印
ら
教
授
自
身
が
枇
曾
政
策
の
士
動

U
酌
和
品
町
一
勝
あ
恥
仏
LP
骨
P
L
D
ト
和

党
事
に
由
掃
す
る
の
で
は
あ
る
主
い
か
u

費
本
剤
社
舎
の
「
帽
惜
L

位、

陪
担

E
階
級
と
の
闘
争
を
祖

E
て
の
み
寅
現
H
貰
曲
さ
れ
る
の
で
は
あ
る

士
い
か
。

大
同
向
教
授
は
か
く
て
一
世
曾
耽
策
の
本
冊
目
を
、
一
貫
的
匹
、
粧
品
問
的
細

賛
本
H
託
代
悶
家
日
時
働
力
政
策
と
し
て
、
費
本
制
経
慣
に
と
っ
て
内
在

的
必
然
性
と
し
て
把
握
せ
ち
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
云
ふ
l
!
i
『
賓
ホ
刷

材
料
演
の
存
立
並
び
に
接
民
の
保
件
を
「
勢
働
力
」
陀
保
は

b
し
め
ぐ
巧
察

大
相
内
一
男
教
授
著
尚
一
昨
品
物
散
策
』
(
総
前
)

す
る
lι

い
ふ
乙
と
が
世
骨
政
策
の
理
解
忙
と
っ
て
正
し
同
態
度
だ
主
す
れ

ば
バ
枇
官
蹴
策
的
課
閣
を
商
品
た
る
「
第
働
力
」
円
調
達
と
獲
得
に
求
め

る
主
い
ふ
乙
と
は
，
世
骨
政
筑
の
本
質
理
解
に
と
ワ
て
決
定
的
に
重
要

在
こ
と
な
の
で
あ

5
0
換
言
す
れ
ば
、
世
脅
蹴
策
を
、
野
働
者
に
謝
す

る
保
器
、
ま
た
は
救
湾
、
或
は
静
養
雨
階
訟
の
力
的
バ
ラ
ン
ス
の
表
現
と

い
ふ
凪
に
、
遭
義
的
安
た
は
政
拍
的
に
み
る
と
主
な
く
、
変
本
制
締
端
仰
に

?
と
ワ
て
町
内
在
的
必
品
開
伯
で
あ
り
、
そ
の
「
自
然
律
」
の
一
表
現
唱
に
あ
る

と
b
F

る
な

b
、
即
ち
世
合
政
策
を
近
代
間
家
の
勢
倒
力
政
策
と
し
て
み
る

な

b
、
「
持
働
力
」
の
「
創
出
L

の
た
め
凶
政
策
も
、
野
働
者
M
K

針
す
る
「
保

護
」
を
意
味
す
る
政
策
も
、
ま
た
時
働
階
級
に
劃
す
る
政
泊
的
「
袋
協
」

ム
一
解
科
さ
れ
る
政
策
也
、
す
べ
て
、
生
庫
県
棄
と
し
て
の
「
努
働
力
」
の

獲
得
正
保
全
の
た
め
の
、
即
ち
そ
れ
に
ま
っ
て
費
本
制
紹
済
の
存
立
と
遊

民
、
と
を
、
総
べ
て
そ
の
再
庄
産
を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
、
統
{

的
に
盟
解
す
る
こ
と
U
F
同
車
る
で
あ
ら
う
』
(
九
九

l
一
0
0頁
)
E
o
我

々
は
こ
こ
に
、
祇
脅
的
縮
努
本
日
近
代
国
家
町
、
教
授
に
よ
る
物
制
的
な

把
握
を
護
見

L
な
い
で
あ

b
う
か
。
い

我
々
が
教
授
め
「
配
合
政
策
」
に
於
て
世
田
す
べ
き
貼
は
、
教
授
が
舵

A

可
証
策
を
「
努
働
力
政
策
」
一
般
と
し
て
、
印
ち
持
働
政
策

(
H
経
済
政

策
)
正
し
て
把
握
苫
れ
て
い
る
、
と
い
よ
貼
?
あ
る
。
乙
れ
は
歌
授
が
、

「
勢
働
力
」
の
閉
蓄
政
策
主
、
即
ち
、
か
の
残
虐
立
法

H
労
働
者
法
令
を

椎
骨
政
策
ー
と
見
ら
れ
て
い
る
駄
に
端
的
に
表
は
れ
て
い
る
〔
一
一
頁
、
九

二
賀
、
九
八
頁
、
丸
九
頁
、
一

0
0頁
、
一

O
ニ
頁
、
一
一
七
瓦
、
一
三

第
六
十
一
一
五
苦

第
一
、
二
時
都

~ ノ、

、



失
問
内
一
男
教
授
著
『
世
曾
政
策
』
(
縄
論
)

六
買
、
ご
五
ニ
頁
、
二
五
四
買
華
々
参
照
ー
だ
が
こ
札
は
世
脅
政
舗
を
勢

働
政
策

t
見
る
事
の
宮
品
耐
の
結
果
で
も
あ
る
。
さ
う
だ
・
と
す
れ
ば
救
授
辞

舵
曾
政
策
在
員
の
暗
に
三
フ
に
限
る
事
は
訂
正
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
で
あ

b

う
@
|
|
『
一
、
一
定
投
茸
の
生
産
要
素
た
る
「
勢
働
力
」
の
賃
弊
働
と

し
て
の
創
出
主
陶
冶
。
一
一
、
極
済
世
脅
に
提
供
さ
れ
た
自
由
古
賀
野
働
を

個
別
資
本
の
非
合
理
的
で
無
軌
道
な
喰
潰
し
か
ら
擁
護
し
、
健
査
な
ろ
「
捧

働
力
」
を
培
韮
す
る
紹
済
的
品
現
。
コ
一
、
資
本
制
産
業
の
一
定
の
獲
展
段

階
以
後
に
於
て
は
、
組
織
体
さ
れ
た
「
捗
働
力
」
と
七
て
の
努
働
者
組
織

そ
り
も
の
圭
資
本
が
そ
の
手
に
把
握
す
る
ζ

と
の
必
要
。
以
上
一
一
一
円
ノ
目
要

請
は
、
綿
盤
、
と
し
て
の
資
本
が
「
勢
働
力
叫
に
劃
し
て
提
起
す
る
経
済
的

な
資
本
目
再
生
産
維
持
の
品
要
陀
根
差
し
た
要
請
で
あ
ワ
て
、
こ
の
三
つ

由
要
請
を
凪
ん
た
す
乙
と
な
し
陀
は
、
極
酒
世
官
の
闘
滑
な
運
皆
、
即
ち
総

湾
円
再
生
産
糊
構
の
保
持
は
不
可
解
ー
で
あ
る
』
(
ニ
豆

O
l
「
頁
)
と
。
何

故
な

b
資
本
制
一
位
骨
四
「
一
般
的
危
鞭
」
以
培
、
園
家
は
所
調
「
世
官
暁

策
」
の
切
下
げ
宇
は
〈
奪
九
倒
へ
ぽ
昨
今
の
日
、
本
に
於
け
る
閤
結
構
内
抑

限
や
業
種
別
平
均
賃
韻
政
紫
瞳
〉
を
行
ひ
、
え
現
に
行
酢
つ
つ
あ
る
が

V

己
れ

b
の
政
策
は
、
明
ら
か
に
完
本
批
骨
浪
落
崩
接
阻
止
の
た
め
の
国
家

円
強
力
的
な
「
勢
働
力
」
政
策
で
あ
っ
て
、
乙
れ
を
一
世
骨
政
策
か
ら
除
外

す
る
事
は
矛
盾
だ
か
ら
で
あ
る
。

所
で
ζ

白
樺
に
、
依
命
政
策
を
、
勢
働
力
政
策
一
般
市
ど
し
て
理
解
す
る

事
が
来
し
て
世
脅
政
策
理
解
に
・
と
っ
て
「
骨
理
的
し
な
態
皮
で
あ
ら
う
か

教
授
自
身
世
命
政
策
を
と
の
離
に
「
捧
働
力
政
策
」
一
般
と
し
て
理
解

L

第
六
十
コ
一
審

大

靖
一
、
ニ
鵠

て
い
な
い
事
を
本
警
の
到
る
所
T
表
白
さ
れ
て
い
る
。
例
へ
ば
二
百
阿
耳

で
掴
例
「
第
働
者
保
護
」
と
帯
ば
れ
る
も
の
を
「
最
初
の
世
合
政
策
的
行

偽
」
で
あ
る
、
と
さ
れ

τ
い
る
し
、
又
一
一
百
二
十
買
で
『
最
初
の
椎
骨
政

策
は

t
・
「
原
生
的
捗
働
閣
時
」
支
配
下
に
於
げ
る
個
別
養
平
の
「
勢
働
力
」

に
封
ず
る
温
帯
と
喰
潰
し
争
防
止
し
、
縮
瞳
'
と
し
て
の
資
本
が
ヲ
定
販
景

の
-
「
勢
働
力
」
乞
自
由
で
健
全
な
生
産
要
素
冒
と
し
て
、
確
寅
に
そ
の
芋
忙

把
握
し
ま
う
正
す
る
要
求
に
根
差
す
も
の
』
ー
と
さ
れ
て
い
る
。

ζ

円
離
に

理
解
す
る
事
前
一
昨
骨
政
策
班
解
に
と
ワ
て
合
理
的
な
態
度
で
は
あ
る
支
い

か
。
何
故
な
れ
ば
、
安
本
制
国
家
副
第
働
刀
政
策

u場
働
政
策
な
〈
し
て

一
存
繍
す
る
1
ζ

は
両
人
も
考
へ
な
い
で
u
m
b
う
が
冶
何
故
K
「
捗
働
者
保
護
」

一
宇
「
野
働
組
合
法
」
を
制
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
は
必
ず
ー
も
常
識
的
に

一
明
ら
か
で
は
な

t
、
文
こ
の
ニ
つ
の
種
簡
の
「
労
働
者
保
護
政
策
し
の
本
質

一
'
が
何
で
あ
る
か
は
理
論
的
究
明
主
要
す
る
重
大
な
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら

一
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
乙
乙
に
と
そ
紅
官
政
策
理
論
四
課
題
を
見
zo
事

は
最
も
安
嘗
な
態
度
で
は
あ
る
漂
い
か
。
所
間
、
勢
働
者
法
令
刊
川
残
直
立

法
的
労
働
力
創
出
政
策
宇
一
般
的
危
柵
下
目
岡
家
調
占
資
本
主
義
期
的
持

働
保
件
切
下
的
捧
働
力
政
策
に
つ
い
て
は
、
何
人
も
之

E
資
本
の
勢
働
力

牧
匝
政
策
で
あ
る
ー
と
し
て
そ
の
本
質
を
見
誤
る
者
は
な
い
で
あ

b
う
が
、

工
場
法
中
世
骨
保
険
宇
野
働
組
合
控
専
の
「
勢
働
者
保
謹
政
策
」
に
つ
い

て
位
、
乙
品
が
「
保
護
」
'
と
い
ふ
揖
象
形
態
を
と
っ
て
現
は
れ
る
だ
け
冶

そ
の
本
買
を
抱
撞
ず
る
事
は
何
人
に
正
ワ
て
も
決
し
て
容
易
で
は
な
円
。

乙
の
「
保
護
」
政
策
主
し
て
現
象
ず
る
も
の
を
、
そ
の
本
質
が
、
貨
に
資



本
町
勢
働
陀
聾
す
る
牲
取
政
策
の
一
形
態
で
あ
る
と
と
、
そ
し
て
費
本
制

世
曾
別
自
己
目
牧
草
法
則
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
何
故
に
「
弊
働
者
保
護
」

u労
働
力
保
杢
政
策
を
建
行
せ
ぎ
る
を
得
な
い
か
の
品
器
性
を
把
握
す
る

事
、
乙
ζ

に
と
そ
且
駐
日
脅
政
策
理
論
の
課
題
を
見
出
ず
べ
き
で
昨
あ
る
ま
い

泊

最
後
医
事
費
に
つ
い
て
の
誤
記
正
思
は
れ
る
一
一
、
三
の
黙
に
つ
い
て
。

四
八
買
で
閏
木
一
昨
骨
政
策
皐
骨
の
創
立
が
、
明
治
三
十
三
年
ー
と
あ
る
は
、

明
惜
二
十
九
年
忙
、
一
三
八
頁
に
産
業
章
骨
期
を
一
七
八

O
年

l
一
八
コ
一

O
年
、
と
あ
る
位
、
一
七
六

O
年
ー
一
八
一
ユ

O
年
臣
、
一
主
主
買
終
か
ら
四

行
自
の
「
十
四
時
間
の
~
立
業
」
ー
と
あ
る
位
「
ニ
+
回
時
聞
の
立
業
」
に
訂

正
せ

b
る
ぺ
脅
一
で
あ

b
う。

商
品
て
優
れ
た
、
世
論
的
持
告
の
一
貫
し
た
、
深
い
内
容
を
合
ん
だ
本

書
に
謝
し
、
こ
の
様
な
形
で
筆
者
の
疑
問
の
一
一
、
一
一
一
だ
け
を
提
起
〔
筆
者

は
ま
だ
多
〈
の
疑
問
を
本
書
に
謝
L
て
持
っ
て
い
る
)

L
先
事
は
、
本
曹

を
傷
け
る
も
の
で
あ
っ
た
か
k
怖
れ
る
。
だ
が
本
書
の
同
値
仕
、
い
く

b

一

強
調
し
て
も
関
嗣
し
祖
害
る
も
の
で
目
立
ー
い
日
で
あ
る
。
己
乙
に
教
授
の
一

御
克
容
を
荷
P
、
教
授
の
神
教

-
m
E
心

か

ら

閥

ふ

者

で

あ

る

。

.

↓

《
一
九
四
九
J
一、ニ

O
)

一

大
同
内
一
男
教
授
著
『
一
位
合
政
策
『
(
楓
繭
)

第
六
十
一
旦
侍

山，、

第
一
、
ニ
鵠

，、


